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え
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
演
奏
活

動
を
展
開
す
る
弦
楽
ト
リ
オ
。

25
年
に
は
Ｃ
Ｄ
「
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
～
弦
楽
三
重
奏
曲
全

集
」を
リ
リ
ー
ス
。国
内
４
都

市
で
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。

　

◇
同
・ナ
ビ
ロ
フ
ト

　

俳
優
の
小
熊
ヒ
デ
ジ
ら
８

人
で
運
営
す
る
演
劇
の
プ
ロ

　
「
母
と
の
（
芸
の
）
距
離

を
少
し
で
も
縮
め
た
い
」
と

娘
の
六
春
（
ろ
く
は
る
）、

「
私
か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ
ま

だ
（
笑
）」
と
母
の
六
秋
（
ろ

く
し
ゅ
う
）。
愛
知
県
芸
術

文
化
選
奨
の
授
賞
式
で
、
新

人
賞
を
受
賞
し
た
杵
屋
六
春

と
、
１
９
９
０
年
度
の
同
・

文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
杵

屋
六
秋
母
娘
に
会
っ
た
。

　

名
古
屋
邦
楽
界
の
名
物
母

娘
。
六
秋
は
今
年
度
、
文
化

庁
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を

受
章
。
今
年
の
「
第
32
回
長

唄
お
や
こ
会
」（
11
月
７
日
・

今
池
ガ
ス
ホ
ー
ル
）
は
母
娘

の
受
賞
記
念
公
演
に
な
る
。

　
「（
六
春
の
受
賞
を
喜
び
）

あ
き
ら
め
ず
に
長
唄
を
や
っ

て
来
て
良
か
っ
た
」と
六
秋
、

「
も
っ
と
も
っ
と
精
進
し
て
、

母
が
元
気
な
う
ち
に
『
参
っ

た
』
と
言
わ
せ
た
い
」
と
六

き
だ
っ
た
の
は
「
百
万
本
の

バ
ラ
」。実
は
こ
の
曲
の
原
詞

は
「
大
国
に
翻
弄
さ
れ
て
き

た
ラ
ト
ピ
ア
の
苦
難
」を
描

い
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い

る
。お
そ
ら
く
修
滋
さ
ん
は
、

そ
の
思
い
を
込
め
て
歌
っ
て

い
た
に
違
い
な
い
。

　

い
ま
世
界
各
地
で
戦
火
が

広
が
っ
て
い
る
。エ
ル
ム
に

は
加
藤
ハ
ツ
さ
ん
（
修
滋
さ

ん
の
母
、２
０
１
４
年
逝
去
）

が
遺
し
た
言
葉
が
あ
る
。「
歌

い
手
に
は
、平
和
を
願
う
歌

を
う
た
う
義
務
が
あ
る
。な

ぜ
な
ら
、平
和
で
な
け
れ
ば

文
化
は
育
た
な
い
か
ら
」で

あ
る
。ハ
ツ
さ
ん
、修
滋
さ
ん

が
育
ん
だ
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
魂

が
、今
後
も
「
エ
ル
ム
」と
と

も
に
引
き
継
が
れ
て
行
く

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら

遭
い
、２
カ
月
の
入
院
治
療
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。幸
い
だ
っ

た
の
は
、両
手
と
10
本
の
指
が

無
事
だ
っ
た
こ
と
。退
院
後
の

１
カ
月
、後
遺
症
の
不
安
、痛

み
と
闘
い
な
が
ら
ピ
ア
ノ
に

向
か
い
、ギ
リ
ギ
リ
開
催
に
こ

ぎ
着
け
た
。

　

鈴
木
は
「
10
年
後
、こ
う

し
て
リ
サ
イ
タ
ル
を
迎
え
ら

れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。今
も
痛
み
は
残
っ

て
い
ま
す
が
、音
楽
へ
の
情

熱
が
衰
え
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」と
生
涯
ピ
ア
ニ
ス
ト

を
宣
言
す
る
。今
公
演
は
万

感
の
思
い
を
込
め
、バ
ッ
ハ
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
に
対
峙
す
る
。以
下

は
鈴
木
の
解
説
。

　
「
最
初
は
バ
ッ
ハ
の
『
フ

ラ
ン
ス
組
曲
第
２
番
』。軽
快

な
舞
曲
集
。３
０
０
年
前
の

舞
踏
会
を
想
像
し
て
演
奏
し

ま
す
。次
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
『
ソ
ナ
タ
16
番
』
は
遊

び
心
に
あ
ふ
れ
る
曲
。ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
意
外
な
一
面

が
発
見
で
き
る
か
も
。最
後

は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
最
晩
年

に
書
き
下
し
た
『
ソ
ナ
タ
第

20
番
』。す
す
り
泣
く
よ
う
な

悲
し
さ
、歌
曲
の
よ
う
な
艶

や
か
さ
が
共
存
す
る
深
淵
な

曲
。演
奏
を
通
し
て
、作
曲
家

の
人
柄
や
生
き
様
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

　

全
自
由
席
３
０
０
０
円
。

℡
０
５
２
（
６
７
８
）５
３

１
０
、ク
ラ
シ
ッ
ク
名
古
屋
。

５人と２組が受賞

邦
楽
界
の
名
物
母
娘

　

愛
知
県
の
芸
術
文
化
向
上

に
貢
献
し
た
個
人
、団
体
を

表
彰
す
る
「
愛
知
県
芸
術
文

化
選
奨
授
賞
式
」
が
３
月
17

日
、県
庁
で
行
わ
れ
た
。２
０

２
５
年
度
は
文
化
賞
に
高
北

幸
矢
（
美
術
）、八
木
美
知
依

知
県
芸
術
劇
場
で
「
箏
の
世

界
～
音
と
声
」を
開
催
し
た
。

　

◇
同
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
天

下
統
一

　

岡
崎
市
を
拠
点
に
「
音
楽

の
素
晴
ら
し
さ
を
天
下
に
伝

故
・
加
藤
修
滋
さ
ん

シ
ャ
ン
ソ
ン
へ
、愛
と
情
熱
を
貫
い
て

在りし日の修滋さん（エルムで）

　

エ
ル
ム
、名
古
屋
巴
里
祭
、

そ
し
て
加
藤
修
滋
（
以
下
・

修
滋
）さ
ん
―
。シ
ャ
ン
ソ
ン

を
愛
好
す
る
人
に
と
っ
て
の

聖
地
で
あ
り
、祭
典
で
あ
り
、

伝
道
師
で
あ
っ
た
。し
か
し

３
月
15
日
、修
滋
さ
ん
は
３

年
半
の
闘
病
生
活
（
大
動
脈

解
離
、脳
梗
塞
）の
末
、他
界

さ
れ
た
。残
念
で
な
ら
な
い
。

　

私
（
上
野
）と
修
滋
さ
ん

と
の
お
付
き
合
い
は
20
年
近

く
に
な
る
。本
紙
「
シ
ャ
ン

ソ
ン
の
扉
」の
取
材
ご
と
に

会
話
を
重
ね
友
情
を
深
め

た
。修
滋
さ
ん
の
経
験
、知
識

は
驚
く
ほ
ど
豊
富
だ
っ
た
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
普
及
の
た
め
、

全
財
産
と
全
精
力
を
注
ぎ
こ

ん
だ
彼
の
人
生
は
壮
絶
で
は

あ
っ
た
が
、夢
と
希
望
に
満

ち
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
コ

ロ
ナ
感
染
症
渦
中
に
も
、修

滋
さ
ん
は
長
男
の
加
藤
祐

滋
さ
ん
、長
女
の
浦
山
綾
音

さ
ん
と
と
も
に
様
々
な
企
画

を
立
ち
上
げ
、不
屈
の
精
神

で
困
難
に
立
ち
向
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

修
滋
さ
ん
は
タ
ン
ゴ
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
に
精
通
す
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
で
、弾
き
語
り
も

巧
み
だ
っ
た
。私
が
最
も
好

高
北
幸
矢
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
長
ら
に
文
化
賞

前列左から八木美知依、高北幸矢、大村秀章知事、高橋綾子（選考委員長）、
中木健二（アンサンブル天下統一）。後列左から尾國裕子（ナビロフト）、
杵屋六春、加藤巧、長原幸太（アンサンブル天下統一）＝敬称略

け
入
れ
、読
み
書
き
と
音
楽
、

社
会
教
育
を
施
す
ピ
エ
タ

院
（
当
時
の
福
祉
施
設
）
が

ド
ラ
マ
の
舞
台
。
私
は
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
サ
ク
セ
ス
ス

ト
ー
リ
か
と
早
と
ち
り
し
た

が
、
主
役
は
彼
で
は
な
く
、

美
し
く
音
楽
の
才
能
に
恵
ま

れ
た
孤
児
の
チ
ェ
チ
リ
ア
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
が
戦

争
を
繰
り
返
し
、
一
方
で
は

王
侯
貴
族
た
ち
が
豪
壮
華
麗

な
生
活
を
満
喫
し
た
時
代
。

チ
ェ
チ
リ
ア
は
新
た
に
雇
用

さ
れ
た
音
楽
教
師
ヴ
ィ
ヴ
ァ

ル
デ
ィ
の
も
と
で
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
才
能
を

開
花
さ
せ
る
の
だ
が
…
。

　

監
督
は
オ
ペ
ラ
演
出
家
と

し
て
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ

ヴ
ィ
エ
賞
を
受
賞
し
た
ダ
ミ

ア
ー
ノ
・
ミ
キ
エ
レ
ッ
ト
。

チ
ェ
チ
リ
ア
を
演
じ
る
の
は

イ
タ
リ
ア
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

と
称
さ
れ
る
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

デ
ィ
・
ド
ナ
ッ
テ
ロ
賞
最
優

秀
主
演
女
優
賞
と
新
人
賞
を

同
時
受
賞
し
た
テ
ク
ラ
・
イ

ン
ソ
リ
ア
。
劇
中
に
は
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
数
々
の
名
曲

が
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
劇
場
管
弦

楽
団
、
合
唱
団
に
よ
っ
て
演

奏
さ
れ
て
い
る
。

　

５
月
22
日
か
ら
伏
見
ミ
リ

オ
ン
座
ほ
か
で
公
開
。

デ
ュ
ー
ス
集
団
。25
年
に
は

「
最
強
の
一
人
芝
居
フ
ェ
ス
・

東
海
版
」を
開
催
。「
り
す
ん
」

三
都
市
ツ
ア
ー（
23
年
）、同
・

全
国
五
都
市
ツ
ア
ー（
25
年
）

を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

　

◇
新
人
賞
・
杵
屋
六
春

　

当
地
を
代
表
す
る
長
唄
唄

方
と
し
て
活
躍
。名
古
屋
音

楽
大
学
講
師
と
し
て
後
進
の

育
成
に
も
余
念
が
な
い
。名

古
屋
市
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
「
幻
想
平
家

物
語
」（
23
年
）劇
中
曲
作
曲
、

出
演
。「
あ
い
ち
伝
統
芸
能
は

じ
め
て
フ
ェ
ス
」（
25
年
）出

演
。

（
筝
曲
）、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
天

下
統
一（
室
内
楽
）、ナ
ビ
ロ
フ

ト（
演
劇
）。文
化
新
人
賞
に
加

藤
巧（
美
術
）、杵
屋
六
春（
長

唄
）、樽
田
裕
史（
陶
芸
）の
５

人
と
２
組
が
選
出
さ
れ
、大

村
秀
章
知
事
か
ら
表
彰
を
受

け
た
（
文
中
敬

称
略
）。

　

舞
台
芸
術
部

門
受
賞
者
の
概

略
は
次
の
通

り
。

　

◇
文
化
賞
・

八
木
美
知
依

　

出
身
は
常
滑

市
。エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
箏
を
開

発
し
、箏
曲
の

可
能
性
を
追

求
。邦
楽
の
枠

を
超
え
た
革
新

的
筝
曲
奏
者
、

作
曲
家
と
し
て

国
内
外
で
活
躍

し
て
い
る
。25

年
７
月
に
は
愛

六春㊧と母・六秋

春
。
親
子
で
あ

り
な
が
ら
ラ
イ

バ
ル
で
も
あ

る
。
芸
の
世
界

な
ら
で
は
の
強

い
絆
に
胸
が
熱

く
な
っ
た
。

　
「
私
は
す
べ
て
を
失
っ
た

け
れ
ど
、
人
生
を
歩
む
自
由

を
得
た
」。
安
堵
感
と
悲
し

み
、
そ
し
て
か
つ
て
な
い
満

足
感
が
、
映
画
観
賞
後
に
沸

き
上
が
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
映

画
「
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
と

私
」
で
あ
る
。
薄
幸
の
少
女

チ
ェ
チ
リ
ア
と
作
曲
家
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
師
弟
関
係
を

軸
に
、
18
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
美
し
い
情
景
と
封
建
社

会
を
描
い
た
秀
作
で
あ
る
。

　

身
寄
り
の
な
い
少
女
を
受

５
月
30
日 

電
気
文
化
会
館
で「
憧
憬
」

ピアニスト鈴木久美子
10年分の感慨込めて

〝憧憬〟をモットーにする鈴木久美子

高
い
理
想
を
追
い
求
め
る
心

の
こ
と
で
、鈴
木
は
常
に
リ

サ
イ
タ
ル
の
タ
イ
ト
ル
に
用

い
て
い
る
。

　

実
は
10
年
前
の
リ
サ
イ
タ

ル
の
３
カ
月
前
、鈴
木
は
腰
椎

２
カ
所
を
骨
折
す
る
事
故
に

　

10
年
前
、50
歳
に
し
て
初

の
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
っ
た
ピ

ア
ニ
ス
ト
鈴
木
久
美
子
が
、

５
月
30
日
（
午
後
２
時
）電

気
文
化
会
館
で
還
暦
記
念
リ

サ
イ
タ
ル
「
憧
憬
（
し
ょ
う

け
い
）」を
開
く
。憧
憬
と
は

ⓒ2025 INDIGO FILM, WARNER BROS. 
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薄幸の少女がたどる波乱の人生
５月22日から伏見ミリオン座

「
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
と
私
」

特
選
映
画

れ
な
い
。　　

 　
（
上
野
茂
）



Ａ
ｏ
ｉ
）が
開
か
れ
た
。

　

27
日
は
ピ
ア
ノ
角
尾
栞

が
、自
ら
編
曲
し
た
「
愛
の

讃
歌
」ほ
か
を
明
快
な
音
で
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
黒
田
逸
加
が

ニ
ー
ノ
・
ロ
ー
タ
「
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
協
奏
曲
」で
楽
器
の

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
若
手
演
奏

家
を
育
成
す
る
「
ス
タ
ー
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ア
」の
第
６
期
生
10
人
が
、８

カ
月
間
受
講
し
た
成
果
を
発

表
す
る
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

（
３
月
27
～
29
日
・
シ
ア
タ
ー

セ
ッ
ト
と
劇
中
音
楽
。
ラ
ス

ト
に
全
員
で
合
唱
し
た
主
題

曲
（
詞
・
鹿
目
、
曲
・
ノ
ノ

ヤ
マ
）
の
出
来
が
す
こ
ぶ
る

良
く
、
そ
れ
ま
で
の
モ
ヤ
モ

ヤ
が
吹
き
飛
ん
だ
。
終
わ
り

良
け
れ
ば
す
べ
て
良
し
、
で

あ
る
。

　

昭
和
文
化
小
劇
場
開
館
と

同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ
―
Ｗ
ａ
！
の
公
演
も
、

来
年
は
い
よ
い
よ
10
回
目
の

記
念
公
演
に
な
る
。
初
回
か

ら
指
導
に
当
た
っ
て
き
た
鹿

目
、
井
原
、
小
川
は
も
ち
ろ

ん
、
劇
場
ス
タ
ッ
フ
の
献
身

的
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
の

継
続
で
あ
る
。

皆
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ
き

た
い
。
き
っ
と
ご
満
足
い
た

だ
け
ま
す
」
と
熱
演
を
誓
っ

た
。

　

全
自
由
席
３
０
０
０
（
当

日
３
５
０
０
）
円
、
中
学
生

以
下
１
５
０
０
円
。
会
場
は

名
鉄
常
滑
線
・
朝
倉
駅
下
車
、

　

何
だ
か
取
り
留
め
の
な
い

話
だ
な
…
と
思
っ
て
見
て
い

た
が
、
最
後
の
最
後
に
ナ
ゾ

が
解
け
た
。
昭
和
文
化
小

劇
場
が
運
営
す
る
子
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
―
Ｗ
ａ
！
の
第
９
回
公
演

「
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
の
迷
宮

旅
行
」（
３
月
22
日
・
昭
和

文
化
小
劇
場
）
で
あ
る
。

　

作
・
演
出
は
鹿
目
由
紀
、

歌
唱
指
導
は
井
原
義
則
、
振

付
は
小
川
典
子
、
作
曲
・
音

楽
は
ノ
ノ
ヤ
マ
マ
ナ
コ
。
何

と
も
ぜ
い
た
く
な
ス
タ
ッ
フ

で
あ
る
。
出
演
は
小
３
か
ら

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
―
Ｗ
ａ
！

ム
ー
ン
」（
新
作
初
演
）。コ
ミ

カ
ル
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
歌
詞
に
超
奇
抜
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
マ
ッ
チ
し
た
愉
快

な
曲
だ
っ
た
。

　

後
半
は
Ｊ
ル
ー
ク
ス
シ
ン

ガ
ー
ズ
の
登
場
＝
写
真
。さ

す
が
に
和
音
に
濁
り
が
な

い
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ミ
サ
曲

中
心
の
全
５
作
。い
ず
れ
も

プ
ロ
集
団
な
ら
で
は
の
複
雑

な
ア
レ
ン
ジ
が
施
さ
れ
て
お

り
、重
厚
感
が
あ
ふ
れ
た
。

　

最
後
に
両
合
唱
団
合
同
で

ロ
シ
ア
の
民
族
音
楽
を
つ

づ
っ
た
「
黒
い
瞳
～
ロ
シ

ア
の
熱
情
」が
披
露
さ
れ
た
。

「
音
楽
に
遺
恨
や
国
境
は
な

い
」。髙
谷
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

聴
衆
の
胸
に
届
い
た
。

（
Ｂ
・
チ
ル
コ
ッ
ト
）は
踊
り

出
し
た
く
な
る
テ
ン
ポ
の
良

い
曲
。こ
ん
な
曲
に
は
ヴ
ォ

イ
ス
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

あ
っ
て
も
い
い
。面
白
か
っ

た
の
は
金
子
の
詞
に
首
藤
が

曲
を
付
け
た
「
も
ち
も
ち

　
「
落
語
オ
ペ
ラ
」
は
一
昨

年
10
月
に
オ
ペ
ラ
協
会
が
名

古
屋
で
初
演
。
市
民
芸
術
祭

特
別
賞
を
受
賞
し
た
「
ま
ん

じ
ゅ
う
怖
い
」
と
「
転
失
気

（
て
ん
し
き
）」
を
新
た
な

キ
ャ
ス
ト
で
再
演
す
る
。
お

な
じ
み
の
落
語
を
オ
ペ
ラ
で

　

前
半
は
コ
ー
ル
・
フ
レ
ン

ズ
に
よ
る
４
曲
。ア
カ
ペ
ラ

で
歌
っ
た
「
サ
ン
バ
・
ミ
サ
」

コ
ー
ル
＆
Ｊ
ル
ー
ク
ス

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
チ
ェ
ル

ニ
ー
ヒ
ウ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
常
任
指
揮
者

の
髙
谷
光
信
が
音
楽
監
督
を

務
め
る
ア
マ
チ
ュ
ア
合
唱
団

「
コ
ー
ル
・
フ
レ
ン
ズ
」（
34

人
）と
、姉
妹
団
の
プ
ロ
合
唱

団
「
Ｊ
ル
ー
ク
ス
シ
ン
ガ
ー

ズ
」（
16
人
）が
、第
４
回
定
期

演
奏
会
（
３
月
29
日
・
昭
和

文
化
小
劇
場
）を
開
い
た
。

　

両
合
唱
団
は
専
属
ピ
ア
ニ

ス
ト
に
北
川
美
晃
、（
作
詞
家

で
も
あ
る
）金
子
葉
子
、そ
し

て
作
曲
家
の
首
藤
健
太
郎
を

擁
し
２
０
１
９
年
に
発
足
。高

い
音
楽
性
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
を
誇
る
ア
マ
、プ
ロ
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

〝
音
楽
に
国
境
な
し
〟の
思
い
を
込
め

演
じ
る
ユ
ー
モ
ア
満
載
の
珍

作
品
。
作
曲
は
倉
知
竜
也
、

演
出
は
右
来
左
往
。
竹
内
は

「
転
失
気
」
に
〝
味
噌
屋
の

ば
あ
さ
ま
〟役
で
出
演
す
る
。

　

竹
内
は
「
私
の
地
元
で
あ

る
知
多
で
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
も
ち
ろ
ん
、
名
古
屋
の

　
「
日
本
歌
曲
」
の
メ
ー
ン

に
な
る
の
は
橋
本
國
彦
作
曲

の
「
舞
」
と
木
下
牧
子
作
曲

の
「
風
を
み
た
ひ
と
」。
前

者
は
「
六
代
目
菊
五
郎
の
娘

道
成
寺
に
よ
せ
て
」
の
副
題

が
示
す
通
り
、
歌
舞
伎
舞
踊

を
題
材
に
し
た
橋
本
の
意
欲

作
で
、
演
奏
時
間
は
８
分
を

上
回
る
。
ピ
ア
ノ
と
ソ
プ
ラ

ノ
の
掛
け
合
い
が
、
白
熱
す

る
地
方
（
じ
か
た
＝
歌
舞
伎

の
演
奏
陣
）
の
応
酬
を
連
想

さ
せ
る
大
曲
で
あ
る
。

　

後
者
は
「
見
え
な
い
も
の

を
感
じ
る
心
」
を
描
い
た

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
楽
曲
。

原
詞
は
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
・
ロ

ゼ
ッ
テ
ィ
（
英
国
）。
木
下

の
代
表
曲
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
は
名

手
・
池
原
陽
子
が
務
め
る
。

　

名
古
屋
オ
ペ
ラ
協
会
の
主

力
・
竹
内
久
恵
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

が
、
６
月
28
日
（
午
後
２
時
）

知
多
市
勤
労
文
化
会
館
つ
つ

じ
ホ
ー
ル
で
10
年
ぶ
り
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
く
。
第
１
部

は
竹
内
の
リ
サ
イ
タ
ル
「
日

本
歌
曲
」。
第
２
部
は
オ
ペ
ラ

協
会
メ
ン
バ
ー
を
動
員
し
て

の
「
落
語
オ
ペ
ラ
」。
音
楽
の

魅
力
、
可
能
性
を
満
載
し
た

ス
テ
ー
ジ
を
展
開
す
る
。

ス
タ
ク
ラ
６
期
生
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

打
楽
器
奏
者
・
松
野
弥
咲
に
最
優
秀
賞

「日本歌曲」と「落語オペラ」
名古屋オペラ協会メンバー迎え
ソプラノ竹内久恵10年ぶりの演奏会
6月28日 知多市勤労文化会館

魅
力
を
披
露
。

ソ
プ
ラ
ノ
河
手

瑞
月
は
シ
ュ
ー

マ
ン
「
女
の
愛

と
生
涯
」ほ
か

で
華
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
を
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

小
山
け
い
と
は

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク「
ロ
マ
ン
ス
」

様
々
な
打
楽
器
を
演
奏
し
た
松
野

「オリエント急行の迷宮旅行」

秀逸だった舞台装置と劇中音楽

高
１
ま
で
35

人
。
小
３
と

高
１
で
は
体

格
、
体
力
、

理
解
力
に
大

差
が
あ
る
。

今
回
は
こ
れ

ま
で
に
な

く
、
そ
の
差

が
気
に
な
っ

た
。

　

感
心
し
た

の
は
立
派
な

急
行
列
車
の

リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏
曲
」を
弦

の
仲
間
と
共
演
し
た
。

　

29
日
は
フ
ル
ー
ト
福
田
彩

花
が
邦
人
作
品
な
ど
を
丁
寧

に
、ピ
ア
ノ
天
野
穂
乃
香
が

リ
ス
ト
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩

曲
第
12
番
」ほ
か
を
熱
演
、打

楽
器
の
松
野
弥
咲
は
サ
サ
ス

「
ワ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
」な
ど
で

多
彩
な
楽
器
を
鳴
ら
し
、最

な
ど
に
豊
か
な
音
色
を
聴
か

せ
た
。

　

28
日
は
チ
ェ
ロ
米
本
希
が

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
「
チ
ェ
ロ
ソ

ナ
タ
」ほ
か
で
優
し
い
音
を
、

フ
ル
ー
ト
鈴
木
ぴ
あ
乃
が
ラ

イ
ネ
ッ
ケ
「
ソ
ナ
タ
・
ウ
ン

デ
ィ
ー
ネ
」を
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
に
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
長
尾

春
奈
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
ク
ラ

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

全
員
が
選
曲
か
ら
衣
装
、

照
明
ま
で
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
。個
性
を
生
か
し
た
演
出

で
成
長
ぶ
り
を
見
せ
た
。

　

ま
た
28
日
は
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
水
越
菜
生
、29
日
は
フ

ル
ー
ト
山
本
葵
（
共
に
１
期

生
）が
ゲ
ス
ト
出
演
し
た
。

（
上
原
）

　

市
文
化
振
興
事
業
団
賞
に

は
、41
回
の
ピ
ア
ノ
酒
井
志

野
と
、42
回
の
マ
リ
ン
バ
亀

山
佳
音
が
選
ば
れ
、熱
田
文

化
小
劇
場
で
リ
サ
イ
タ
ル
を

開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

奨
励
賞
は
こ
の
３
人
の
ほ

か
、41
回
の
声
楽
・
柴
田
千

沙
都
、ピ
ア
ノ
小
野
田
知
華
、

鈴
木
美
穂
、42
回
の
声
楽
・

花
井
美
奈
穂
、ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
伊
藤
里
紗
子
。入
場
者
の

投
票
に
よ
る
聴
衆
賞
に
は
柴

田
千
沙
都
、杉
野
加
奈
が
選

ば
れ
た
。

　

名
古
屋
演
奏
家
育
成
塾

（
佐
々
木
伃
利
子
実
行
委
員

長
）の
第
42
回
コ
ン
サ
ー
ト

が
３
月
22
日
、千
種
文
化
小

劇
場
で
行
わ
れ
た
。

　

音
楽
の
専
門
家
15
人
の
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
審
査
し

た
結
果
、今
回
の
声
楽
・
杉

野
加
奈
が
、昨
年
９
月
の
第

41
回
と
併
せ
て
の
最
高
点
を

獲
得
し
、令
和
７
年
度
の
名

古
屋
市
長
賞
に
決
ま
っ
た
。

徒
歩
５
分
。
朝
倉
駅
へ
は
新

名
古
屋
駅
か
ら
特
急
で
約
20

分
。
℡
０
５
２
（
７
３
３
）

８
８
０
９
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

リ
ラ
ン
。

の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
中
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
傑
作

だ
と
思
う
。こ
の
曲
を
聴
く

と
、今
も
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
風

景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

ほ
か
に
も
ピ
ア
ノ
小
品

集
「
抒
情
小
曲
集
」や
、弦
楽

合
奏
曲
「
ホ
ル
ベ
ア
の
時
代

か
ら
」、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ

タ
、歌
曲
も
あ
る
。ど
れ
も
親

し
み
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ—

、

抒
情
的
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
。

ど
こ
と
な
く
北
欧
の
雰
囲
気

が
漂
う
の
が
魅
力
だ
。

　

ち
な
み
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

グ
リ
ー
グ
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
シ
ベ
リ
ウ
ス
、デ
ン
マ
ー

ク
の
ニ
ー
ル
セ
ン
が
北
欧
を

代
表
す
る
作
曲
家
。も
う
一

度
、雄
大
な
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を

見
た
い
と
思
う
。

（
文
と
写
真
・
植
田
三
郎
）

組
曲
「
ペ
ー
ル
・
ギ
ュ
ン

ト
」だ
ろ
う
。イ
プ
セ
ン
の

戯
曲
に
曲
を
付
け
た
冒
険

談
で
、「
朝
」や
「
ソ
ル
ヴ
ェ

イ
グ
の
歌
」な
ど
は
名
曲

だ
。私
が
一
番
好
き
な
の
は

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」。古
今

と
、フ
ィ
ヨ
ル
ド
湾
に
面
し

た
作
曲
小
屋
を
訪
ね
た
。そ

こ
で
海
を
見
な
が
ら
作
曲
を

続
け
た
と
い
う
。小
さ
な
小

屋
だ
が
、彼
の
肖
像
や
遺
品

が
展
示
し
て
あ
っ
た
。

　

グ
リ
ー
グ
の
代
表
作
は

ノ
ル
ウ
ェ
ー

　

氷
河
の
浸
食
で
で
き
た

絶
壁
の
海
フ
ィ
ヨ
ル
ド
が

見
た
く
て
北
欧
に
行
っ
た
。

も
う
50
年
近
く
前
の
こ
と
。

３
カ
国
を
ま
わ
っ
た
が
、最

も
印
象
に
残
っ
た
の
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
港
町
ベ
ル
ゲ
ン
。

フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
玄
関
口
で
、

や
や
寂
し
げ
な
港
の
風
景
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

ベ
ル
ゲ
ン
は
作
曲
家
エ

ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
グ
リ
ー
グ

（
１
８
４
３
～
１
９
０
７
年
）

の
出
身
地
。近
郊
の
記
念
館

グリーグの名曲でよみがえる
絶壁の海、フィヨルドの情景

北欧の港町ベルゲン（1978年）

オペラ協会の主力、竹内

演奏家育成塾コンサート

名古屋市長賞に杉野加奈

市長賞に決まった杉野（声楽）
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私
た
ち
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ナ
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場
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「ナゴヤ劇場ジャーナル」では発行

をご支援いただけるサポート会

員を募集しています。会費は年間

6600円（税込み）。会員には小紙を

毎号お届けするほか、紙面にお名

前を掲載（希望者のみ）。会員の関

係する公演、イベント情報を優先

的に掲載させていただきます。　

【お申し込み、お問い合わせ】

㈱マネージメント・プロ

TEL 052（508）5095

郵便振替口座 00880—6—206130

会 員 募 集 踏み出す、積み重ねる、が成功の鍵

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
コ
ン

サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
長
く
務

め
た
〝
マ
ロ
さ
ん
〟こ
と
篠

崎
史
紀
さ
ん
の
話
を
、若
手

演
奏
家
を
育
成
す
る
「
ス

タ
ー
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ア
カ
デ

ミ
ア
」の
講
座
で
聞
い
た
。

　

彼
の
話
は
何
度
聞
い
て
も

有
意
義
で
面
白
い
。そ
の
要

点
を
紹
介
す
る
。

　
「
待
っ
て
い
て
は
ダ
メ
。と

に
か
く
自
分
か
ら
一
歩
踏
み

出
す
。で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
、積
み
重

ね
て
い
け
ば
フ
ァ
ン

も
増
え
て
い
く
」

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

ス
ト
ー
リ
ー
を
持
た

せ
る
こ
と
が
大
事
。

で
き
れ
ば
シ
リ
ー
ズ

化
す
る
。聴
く
人
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
」

　
「
自
分
の
楽
器
だ

け
で
な
く
幅
広
く
聴

く
。音
楽
に
留
ま
ら

ず
、い
ろ
い
ろ
経
験

し
知
識
を
身
に
着
け
る
。こ

の
貯
金
を
ど
れ
だ
け
殖
や
せ

る
か
だ
」

　

少
年
時
代
は
ウ
ル
ト
ラ

セ
ブ
ン
に
憧
れ
た
。十
代
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
学
び
、さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
し
た
。そ
の

と
き
、あ
る
老
人
か
ら
聞
い

た「
音
楽
は
人
智
を
超
え
る
」

と
い
う
言
葉
が
、音
楽
の
道

に
進
む
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

Ｎ
響
を
辞
め
て
自
由
に
な

り
、今
は
絵
本
を
作
っ
た
り

し
て
い
る
。

（
上
原
宏
）

　

西
川
流
の
人
気
舞
踊
家
ペ

ア
西
川
鯉
之
亟
・
鯉
娘
が
主

催
す
る
「
ふ
た
り
華
」
第
15

回
記
念
公
演
（
３
月
28
日
・

市
民
会
館
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー

ル
）
に
、
内
田
流
の
主
力
・

内
田
る
り
千
鶴
が
客
演
。
常

磐
津
「
千
代
の
友
鶴
」
で

共
演
し
た
。「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
呼
び
か
け

で
実
現
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。

　

集
客
に
は
定
評
の
あ
る
鯉

之
亟
・
鯉
娘
だ
が
、
今
回
は

従
来
に
も
増
し
て
多
く
の
来

場
者
に
恵
ま
れ
た
。
お
目
当

て
は
も
ち
ろ
ん
「
千
代
の
友

鶴
」。
果
た
し
て
初
顔
合
わ

せ
の
三
人
は
会
派
の
違
い
を

乗
り
越
え
、
寸
分
の
狂
い
も

な
い
立
ち
居
振
る
舞
い
で
寄

り
添
い
観
衆
を
う
な
ら
せ

た
。

　

内
田
流
は
元
々
西
川
流
か

ら
派
生
し
た
会
派
だ
が
、
代

を
重
ね
る
ご
と
に
芸
風
が
変

化
し
て
い
る
。
鯉
之
亟
・
鯉

娘
の
フ
ァ
ン
は
内
田
流
の
凛

と
し
た
舞
踊
に
目
を
見
張

り
、
る
り
千
鶴
の
フ
ァ
ン
は

西
川
鯉
之
亟
・
鯉
娘

然
（
ぜ
ん
）。音
楽
に
乗
せ
、

自
作
の
詩
を
読
む
〝
ポ
エ
ト

リ
ー
〟と
か
。初
め
て
見
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
が
、あ
る

種
の
ラ
ッ
プ
で
あ
る
。ポ
エ

ト
リ
ー
と
ダ
ン
ス
の
共
演
も

あ
っ
た
。発
展
さ
せ
れ
ば
面

白
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
人
は
瀬
戸
市
を
拠

点
に
す
る
打
楽
器
奏
者
の
詩

貴
（
し
き
）。専
門
は
マ
リ
ン

バ
だ
が〝
せ
と
も
の
打
楽
器
〟

奏
者
と
し
て
も
知
名
度
を
高

め
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
自
ら
制
作
し
た

大
小
27
個
の
器
を
並
べ
、４

本
の
マ
レ
ッ
ト
を
駆
使
し

「
亜
麻
色
の
髪
の
乙
女
」「
ラ
・

ク
ン
パ
ル
シ
ー
タ
」ほ
か
を

披
露
。既
存
の
楽
器
に
は
な

い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
音
色

で
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
た
。

ユニ
ー
ク
二
人
の
パフ
ォ
ー
マ
ー
登
場

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
コ
ン
サ
ー
ト

　

た
だ
、自
分
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
知
る
こ
と
は
重
要

だ
。主
役
、脇
役
、悪
役
、道
化

役
…
、自
分
の
器
を
客
観
的

に
見
る
こ
と
が
、声
楽
家
に

は
必
要
。そ
れ
に
合
わ
せ
て

メ
ー
ク
や
衣
装
を
工
夫
す

る
。や
が
て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
ソ
リ
ス
ト
が
誕
生
す
る
の

で
あ
る
。

唱
で
歌
い
上
げ
、共
感
の
拍

手
を
浴
び
た
。後
者
は
自
由

へ
の
憧
れ
を
歌
っ
た
曲
。凄

か
っ
た
の
は
森
本
の
声
量
。

本
場
の
オ
ペ
ラ
公
演
に
客
演

し
て
も
遜
色
の
な
い
、圧
巻

の
歌
唱
力
で
あ
る
。

　

後
半
の
９
曲
で
は
「
い
の

ち
の
歌
」の
貞
平
純
子
と
、

「
私
に
歌
が
あ
れ
ば
こ
そ
」

の
加
川
が
突
出
し
た
。歌
詞

の
一
語
一
語
を
噛
み
し
め
、

誇
張
な
く
し
み
じ
み
と
歌
う

貞
平
の
姿
に
胸
が
熱
く
な
っ

た
。加
川
の
上
手
さ
に
は
定

評
が
あ
る
が
、今
回
は
選
曲

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。被
災

地
へ
の
〝
祈
り
〟は
確
か
に

届
い
た
。

　

荒
川
洋
子
の
簡
潔
な
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
、ピ
ア
ニ
ス
ト

山
本
敦
子
の
名
演
奏
と
マ

ナ
ー
の
良
さ
も
、今
公
演
の

品
格
を
高
め
た
。良
い
コ
ン

サ
ー
ト
だ
っ
た
。

（
上
野
）

め
に
「
鳥
の
歌
」（
オ
ペ
ラ
道

化
師
よ
り
）を
熱
唱
し
た
森

本
ふ
み
子
だ
。前
者
は
大
切

な
人
へ
の
感
謝
と
敬
愛
を
つ

づ
っ
た
曲
。手
塚
は
明
瞭
な

口
舌
と
情
感
の
こ
も
っ
た
歌

と
色
彩
（
照
明
）
が
、
こ
れ

ほ
ど
華
や
か
に
調
和
し
た
ス

テ
ー
ジ
は
ま
れ
。
踊
っ
て
い

る
ダ
ン
サ
ー
に
も
見
せ
て
あ

げ
た
か
っ
た
。

（
茂
）

観
衆
う
な
ら
せ
た「
千
代
の
友
鶴
」

名
古
屋
二
期
会

　

名
古
屋
二
期
会（
理
事
長
・

加
川
文
子
）が
能
登
半
島
地

震
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
「
祈
り
」（
４
月
４
日
・
電

　

毎
回
４
組
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
が
出
演
す
る
「
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
コ
ン
サ
ー
ト
」。そ
の

第
82
回
公
演
（
４
月
４
日
・

芸
術
劇
場
リ
ハ
ー
サ
ル
室
）

に
、二
人
の
ユ
ニ
ー
ク
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
登
場
し
た
。

　

一
人
は
「
ダ
ン
ス　

カ

ン
パ
ニ
ー　

ジ
ャ
ズ
コ
レ
」

の
ス
テ
ー
ジ
に
客
演
し
た

思
い
届
い
た
加
川
文
子
の
選
曲
と
歌
唱

ラ
に
登
場
す
る
様
々
な
女
た

ち
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
表
し

た
も
の
。前
半
は
ア
リ
ア
の
独

唱
、後
半
は
重
唱
。そ
れ
ぞ
れ

が
ヒ
ロ
イ
ン
に
な
り
切
っ
て

熱
演
を
繰
り
広
げ
た
。

　

プ
ロ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
ば
か
り
の
５
人
に

優
劣
を
付
け
る
つ
も
り
は
な

い
が
、物
を
言
う
の
は
才
能

で
は
な
く
、キ
ャ
リ
ア
で
あ

る
と
実
感
し
た
。先
輩
で
あ

る
２
人
の
男
性
ソ
リ
ス
ト
と

比
較
す
る
と
、そ
の
差
は
歴

然
。（
歌
の
）上
手
い
下
手
は

後
か
ら
付
い
て
く
る
、と
言

う
の
は
少
々
乱
暴
か
（
笑
）。

辻
博
之
、ピ
ア
ノ
は
重
左
恵

里
が
務
め
た
。

　

奇
抜
な
タ
イ
ト
ル
は
、オ
ペ

い
る
。
ど
う
か
、
こ
の
ま
ま

育
っ
て
ほ
し
い
。

　
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
～
」（
構
成
、

演
出
、
振
付
・
三
井
聡
）
は

７
シ
ー
ン
か
ら
成
る
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
。
ダ
ン
サ
ー
の
衣
装

な
解
説
が
付
き
、
ダ
ン
サ
ー

た
ち
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た

気
が
し
た
。
さ
て
、
舞
踊
公

演
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
若

い
逸
材
の
発
見
だ
。
躍
動
す

る
姿
、
笑
顔
、
発
散
さ
れ
る

オ
ー
ラ
…
。
彼
ら
、
彼
女
ら

に
求
め
る
の
は
〝
継
続
〟
で

あ
る
。

　

今
回
注
目
し
た
の
は
ヴ
ォ

イ
ス
ク
ラ
ス
で
「
に
じ
」
を

歌
っ
た
大
稲
心
陽
。
話
し
言

葉
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
乗
せ
た

素
直
な
歌
唱
で
あ
る
。
改
め

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、

彼
女
は
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
の

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
何
作
か
に

出
演
し
セ
ン
タ
ー
を
務
め
て

名
フ
ィ
ル
こ
ど
も
名
曲

名フィルの演奏で踊る松浦景子

いくつも発見あった〝聴くバレエ〟
　

名
フ
ィ
ル
が
「
第
10
回
こ

ど
も
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」（
３

月
20
日
・
市
民
会
館
フ
ォ
レ

ス
ト
ホ
ー
ル
）
で
バ
レ
エ
音

楽
を
特
集
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
の
「
白
鳥
の
湖
」

「
く
る
み
割
り
人
形
」、
ド

リ
ー
ブ
「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」（
い

ず
れ
も
抜
粋
）
ほ
か
。
指
揮

は
川
瀬
賢
太
郎
。
バ
レ
エ
ダ

ン
サ
ー
で
タ
レ
ン
ト
の
松
浦

景
子
が
バ
レ
エ
の
解
説
や
実

演
を
見
せ
、
詰
め
か
け
た
子

ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

バ
レ
エ
音
楽
の
演
奏
だ
け

を
、生
演
奏（
し
か
も
名
フ
ィ

ル
の
演
奏
）
で
聴
く
機
会
は

め
っ
た
に
な
い
。
当
然
バ
レ

エ
の
名
シ
ー
ン
が
よ
み
が
え

る
が
、
そ
の
場
面
で
、
ど
の

楽
器
が
、
何
人
で
演
奏
さ
れ

名
鶴
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

　

名
鶴
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

の
「
第
31
回
ダ
ン
ス
・
パ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ　

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
!!
」
が
上
演
さ

れ
た
。

　

今
回
は
作
品
ご
と
に
簡
潔

カーテンコールでの出演者ら

オンリーワンのソリスト目指せ

せ
と
も
の
打
楽
器
の
詩
貴

修
所
が
修
了
公

演
「
悲
劇
の
女

た
ち
と
か
」（
４

月
２
日
・
東
文

化
小
劇
場
）を

開
い
た
。出
演

は
酒
井
知
沙
、

杉
野
加
奈
、横

尾
萌
、前
田
ゆ

う
こ
、松
永
萌

の
５
人
と
賛
助

の
山
本
治
樹
と

野
々
山
敬
之
。

構
成
・
演
出
は

オ
ペ
ラ
研
修
所
修
了
公
演

　

名
古
屋
二
期
会
オ
ペ
ラ
研

「私に歌があればこそ」を歌う加川
気
文
化
会
館
）

を
開
催
。19
人

の
会
員
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
思
い

を
歌
に
込
め
て

送
っ
た
。

　

前
半
の
10
人

で
際
立
っ
た
の

は
「
お
そ
す
ぎ

な
い
う
ち
に
」

を
歌
っ
た
手
塚

淑
子
と
、中
締

吉
本
新
喜
劇
に
所
属
し
、
バ

レ
エ
と
笑
い
を
取
り
混
ぜ
た

〝
コ
メ
デ
ィ
ー
バ
レ
エ
〟
を

展
開
す
る
異
色
の
タ
レ
ン

ト
。
川
瀬
と
の
ト
ー
ク
も
面

白
か
っ
た
。
彼
女
を
起
用
し

た
名
フ
ィ
ル
に
拍
手
！

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
成
立

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
バ
レ
エ
を
見
る
時
に

は
、
演
奏
者
の
顔
ま
で
思
い

浮
か
ぶ
に
違
い
な
い
（
笑
）。

　

今
回
、
も
う
一
つ
発
見
が

あ
っ
た
。松
浦
景
子
で
あ
る
。

て
い
る
の
か
、
バ
レ
エ
を
見

て
い
る
時
に
は
気
付
か
な

か
っ
た
〝
発
見
〟
が
い
く
つ

も
あ
っ
た
。

　

美
し
く
華
や
か
な
バ
レ
エ

芸
術
は
、
優
れ
た
演
奏
家
た

ち
の
巧
み
な
オ
ー
ケ
ス
ト

「ＨＥＬＬＯ　ＥＡＲＴＨ!!」のワンシーン

ダンサーと色彩が華やかに調和

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」（
３
月
15

日
・
ア
ー
ト
ピ

ア
ホ
ー
ル
）
昼

の
部
を
観
賞
し

た
。
ジ
ャ
ズ
、

バ
レ
エ
、
キ
ッ

ズ
、
ヴ
ォ
イ
ス

な
ど
、
ク
ラ

ス
ご
と
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

16
作
と
５
人
の

独
唱
、
そ
し
て

ス
ぺ
シ
ャ
ル
プ

西
川
流
の
艶
や
か

な
舞
い
に
魅
了
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

愛
好
者
の
減
少

が
顕
著
な
古
典
芸

能
の
世
界
。
と
り

わ
け
日
本
舞
踊
は

高
齢
化
が
進
み
、

先
行
き
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。「
ふ

た
り
華
」
で
の
共

演
が
、
何
ら
か
の

指
針
に
な
れ
ば
、

幸
い
で
あ
る
。

自
作
の
詩
を
読
む
然

左から鯉娘、鯉之亟、るり千鶴

（写真提供名古屋二期会）

（写真提供名古屋二期会）

（撮影・中川幸作）



タ
第
５
番
」
で
も
、
落
ち
着

い
た
深
み
の
あ
る
音
色
で
、

共
通
点
を
感
じ
た
。

　

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
母
の

教
え
給
い
し
歌
」
な
ど
歌
曲

に
も
挑
戦
。
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の

多
様
性
を
追
求
し
た
。

素
振
り
は
全
く
見
せ
な
い
の

は
見
事
。

　

チ
ェ
ロ
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
は

音
域
が
ほ
ぼ
同
じ
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
チ
ェ
ロ
ソ
ナ

　

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽

団
の
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
大
津
敦

の
リ
サ
イ
タ
ル（
３
月
24
日
・

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
）。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
脇
役
だ

が
、
確
か
な
主
役
の
存
在
感

を
発
揮
し
た
。

　

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
リ
サ
イ
タ

ル
は
、
こ
の
人
以
外
に
聴
い

た
こ
と
が
な
い
。
ま
ず
グ
リ

ン
カ「
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
ソ
ナ
タ
」

で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
。

　

バ
ッ
ハ
「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ

組
曲
第
３
番
」
は
チ
ェ
ロ
で

も
難
し
い
が
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

で
は
よ
り
難
曲
と
な
る
。
特

に
管
楽
器
は
ブ
レ
ス
（
息
継

ぎ
）
が
必
要
。
難
し
そ
う
な

随
所
に
楽
器
の
魅
力
伝
え
る
工
夫

大
津
敦
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）

た
。

　

明
和
高
、
桐
朋
大
か
ら
モ

ス
ク
ワ
音
楽
院
で
６
年
学
ん

だ
と
あ
っ
て
、
そ
の
姿
も
演

奏
も
頼
も
し
い
。「
ロ
シ
ア

か
ら
の
風
」
と
題
し
全
曲
ロ

中
川
祥
治（
リ
ュ
ー
ト
）

た
っ
ぷ
り〝
主
役
〟の
存
在
感
発
揮

明
確
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
が
特
長

飯
田
真
未（
ピ
ア
ノ
）

　

初
め
て
聴
く
「
飯
田
真
未

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」（
３

月
25
日
・
電
気
文
化
会
館
）。

会
場
に
元
気
な
音
が
響
い

シ
ア
作
品
だ
っ
た
。

　

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
20
代

の
「
風
刺
」
は
変
化
に
と
ん

で
楽
し
い
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
「
ド
ゥ
ム
カ
ー
ロ
シ
ア

の
農
村
風
景
」
は
民
謡
風
で

抒
情
的
。
プ
レ
ト
ニ
ョ
フ
編

曲
の
「
く
る
み
割
り
人
形
」

３
曲
は
親
し
み
や
す
い
メ
ロ

デ
ィ
で
軽
や
か
。

　

全
体
的
に
明
確
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
音
を
鳴
ら
す
の
が

彼
女
の
持
ち
味
。
メ
ー
ン
の

ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
「
展
覧
会

の
絵
」
で
は
、
輪
郭
の
は
っ

　

中
川
祥
治
リ
ュ
ー
ト
リ
サ

イ
タ
ル
（
４
月
４
日
・
Ｈ
Ｉ

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
）は
、自
作

曲
で
楽
器
の
魅
力
を
再
認
識

さ
せ
た
。

　

リ
ュ
ー
ト
は
バ
ロ
ッ
ク
時

代
の
中
心
的
楽
器
。単
調
で

豊
か
な
響
き
で
は
な
い
が
、

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
素

朴
さ
が
魅
力
だ
。今
回
は
大

型
で
音
域
の
広
い
ア
ー
チ

リ
ュ
ー
ト
を
使
っ
た
。

　

バ
ロ
ッ
ク
的
で
荘
重
な
感

じ
の
ザ
ン
ボ
ー
二
「
ソ
ナ
タ

第
９
番
」も
あ
っ
た
が
、ほ
と

ん
ど
は
自
作
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
。バ
ロ
ッ
ク
調
の「
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア
と
メ
ヌ
エ
ッ
ト
」

か
ら
、今
風
な
「
夏
の
う
た
」

な
ど
、リ
ュ
ー
ト
の
魅
力
を

伝
え
る
工
夫
が
感
じ
ら
れ

た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
増
野
友
香
と
の

「
通
り
ゃ
ん
せ
」「
叱
ら
れ
て
」

や
、バ
ロ
ッ
ク
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
磯
部
真
弓
と
３
人
の
「
パ

ラ
オ
の
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
」は
華

や
か
。締
め
の
「
夜
間
飛
行
」

は
情
緒
が
あ
り
、大
い
に
楽

し
め
た
。

き
り
し
た
〝
絵
〟
を
表
現
し

た
。「
ロ
シ
ア
か
ら
の
風
」

は
や
や
強
め
だ
っ
た
が
、
そ

う
快
感
の
あ
る
音
は
気
持
ち

よ
く
聴
け
る
。
課
題
は
あ
る

が
楽
し
み
な
人
だ
。

大津敦ファゴットリサイタル

飯
田
真
未
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

中
川
祥
治
リ
ュ
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル




